
 

 

 

 

絵本から少し長い物語へ 

自分で読む知識の本へ 
 

子ども文庫の利用者に 

   人気の本を 

   紹介します。 

 

八王子子ども文庫連絡協議会編 

平成 28年 10月 

『へんないきものすいぞくかん  

ナゾの一日』 

松橋利光写真／アリス館 

深海にすむ生物の図鑑です。形も色も想像

がつかないものだらけ。世の中にはまだま

だ不思議があふれています。 

『アイウエ動物園』シリーズ １～７ 

角野栄子作／クレヨンハウス 

かわいい動物たちと優しい園長さんが繰り広げ

る愉快なお話。読んでいると動物園に行きたく

なってきます。にしかわおさむさんのほのぼの

とした絵も、楽しい気持ちを盛り上げます。 

1 モコモコちゃん家出する 

2 わにのニニくんのゆめ 

3 しろくまのアンヨくん 

4 まるこさんのおねがい 

5 いっぽんくんのひとりごと 

6 カンコさんのとくいわざ 

7 マリアさんのトントントトンタ 

どれから読みますか？ 

『ぼくのかえりみち』ひがしちから作／BL出版 

学校の帰り道、道路にひかれた白線の上だけを

歩いて家に帰る小学生のそら君の冒険。 

『くろねこのロク そらをとぶ』 

インガ・ムーア作／なかがわちひろ訳／徳間書店 

黒猫のロクは毎日6軒の家から餌をもらっていま

した。あるとき飼い主の一家とキャンプ場へ行っ

たことから冒険の旅が始まります。 

『あかちゃんおばけベロンカ』 

ネストリンガー／若松宣子訳／偕成社 

こわがりやのヨッシーは妹を怖がらせようと人

形のおばけを作ります。 

『あひるの手紙』朽木祥作／佼成出版社   

一年生のクラスにふしぎな手紙が届きました。た

った一言「あひる」と書いてあります。誰から来

た手紙でしょう？ 

『カルペパー一家のおはなし』スロボドキン作／

清水真砂子訳／瑞雲社 

デビーのお父さんが紙人形を作ってくれました。

本のしおりにされたり、くもの巣にひっかかった

り、でもいつも家族の力で乗り切ります。 

 

『おばけやさん』おかべりか作／偕成社 

(1) これがおばけやさんのしごと 

(2) ないしょのおしごとひきうけます 

(3) ふわふわするのもしごとです 

(4) こもりさくせん はじめます 

(5)よるのがっこうでおしごとです 

(6)はじめてのおみせばんです 

 

『キナコ』いとうみく作／青山友美絵／PHP研究所 

キナコはねこ、でもあたしの妹です。ママは赤ち

ゃんが生まれるからキナコをおばあちゃんちに預

けるっていうけど、あたしは赤ちゃんよりキナコ

が大事。 

『アリからみると』 

桑原隆一作／栗林慧写真 

／福音館書店 

アリの視点で世界を見て

みませんか。新たな世界

が見えてきますよ。 


